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★★★今月のあなたの運勢★★★ ❷

JAたかさき

TOPICS

　
Ｊ
Ａ
た
か
さ
き
女
性
会
は
７
月
24

日
、
本
店
多
目
的
研
修
室
で
「
親
子

の
集
い
」
を
24
家
族
31
名
参
加
に
よ

り
開
催
し
ま
し
た
。

　「
親
子
の
集
い
」
は
夏
休
み
恒
例

の
人
気
イ
ベ
ン
ト
で
、
小
学
生
の
親

子
に
農
業
や
Ｊ
Ａ
に
対
し
理
解
を
深

め
て
頂
く
と
と
も
に
「
親
子
の
ふ
れ

あ
い
の
場
」
と
し
て
、
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
形
式
の
「
交
通
安
全
教
室
」

「
食
＆
農
ク
イ
ズ
コ
ー
ナ
ー
」「
お
に

ぎ
り
作
り
」
を
行
い
ま
し
た
。

　「
交
通
安
全
教
室
」
は
、
高
崎
警

察
署
交
通
課
の
警
察
官
２
名
が
、
パ

ネ
ル
や
パ
ペ
ッ
ト
（
人
形
）
を
使
用

し
た
腹
話
術
で
、
自
転
車
の
新
し
い

交
通
ル
ー
ル
や
マ
ナ
ー
を
子
供
達
に腹話術で交通ルールを学ぶ

うまく握れるかな？ おにぎり作り頑張るぞ

『ちゃぐりん』クイズに挑戦 白バイに乗って記念撮影

『ちゃぐりん』を手に記念撮影 うまく出来た！

女
性
会

「
親
子
の
集
い
」

も
、
わ
か
り
易
く
楽
し
く
伝
え
ま
し

た
。
そ
の
後
は
、
玄
関
前
で
白
バ
イ

や
パ
ト
カ
ー
の
乗
車
体
験
や
記
念
撮

影
を
し
ま
し
た
。

　「
食
＆
農
ク
イ
ズ
コ
ー
ナ
ー
」
は
、

家
の
光
協
会
の
雑
誌『
ち
ゃ
ぐ
り
ん
』

を
配
布
し
て
、
女
性
会
役
員
が
食
べ

物
と
農
業
の
大
切
さ
を
伝
え
ま
し
た
。

ク
イ
ズ
は
『
ち
ゃ
ぐ
り
ん
』
に
掲
載

さ
れ
た
ク
イ
ズ
問
題
や
若
手
職
員
が

考
案
し
た
高
崎
産
農
産
物
の
ク
イ
ズ

を
出
題
し
て
、
子
供
達
が
元
気
な
声

で
答
え
て
い
ま
し
た
。

　「
お
に
ぎ
り
作
り
」
の
お
米
は
『
高

崎
産
米
ゆ
め
ま
つ
り
』
を
使
用
し
ま

し
た
。
女
性
会
役
員
が
、
ラ
ッ
プ
を

被
せ
た
お
椀
に
ご
飯
を
盛
り
付
け
て

配
り
、
子
供
達
は
「
ご
飯
が
多
す
ぎ

る
」「
三
角
に
握
れ
な
い
」「
早
く
食

べ
た
い
」
な
ど
皆
で
話
し
な
が
ら
、

お
に
ぎ
り
作
り
体
験
を
楽
し
み
ま
し

た
。



牡羊座 ３/21～４/19❸

JAたかさき

（全体運）計画通りに進めたくても予定外が起こりがち。時間と気持ちに余裕を持って動くよう心がけて。時には回り道も◎
（健康運）低めながらも安定運。暑さ対策は忘れずに
（幸運の食べ物）シイタケ

TOPICS

　
Ｊ
Ａ
た
か
さ
き
職
員
３
名
は
高
崎

警
察
署
よ
り
８
月
４
日
、
特
殊
詐
欺

を
未
然
に
防
い
だ
と
し
て
同
署
に
て
、

感
謝
状
を
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　
高
崎
中
央
支
店
の
山
田
和
良
課
長

は
６
月
８
日
、
Ａ
Ｔ
Ｍ
で
50
万
円
出

金
し
た
80
代
男
性
が
さ
ら
に
出
金
し

た
い
と
窓
口
で
依
頼
さ
れ
た
た
め
、

事
情
を
聴
く
と
「
息
子
が
投
資
で
得

た
利
益
の
税
金
未
納
が
あ
る
」
と
話

し
た
た
め
、
不
審
に
思
い
高
崎
警
察

に
通
報
し
ま
し
た
。

　
高
崎
北
支
店
の
大
塚
美
優
さ
ん
は

６
月
９
日
、
90
代
女
性
か
ら
電
話

で
「
息
子
に
株
の
利
益
が
あ
り
、
税

金
未
納
で
７
０
０
万
円
必
要
な
の
で
、

自
分
の
生
命
共
済
を
解
約
し
た
い
」

と
話
を
聞
い
て
、
不
審
に
思
い
眞

下
博
明
支
店

長
へ
報
告
し

ま
し
た
。
眞

下
支
店
長
は
、

す
ぐ
に
女
性

宅
を
訪
問
す

る
と
、
犯
人

と
思
わ
れ
る

人
物
と
電
話

「
剣
崎
桃
」
品
評
会

　
Ｊ
Ａ
た
か
さ
き
桃
生
産
部
会
は
７

月
22
日
、高
崎
市
役
所
で
「
剣
崎
桃
」

品
評
会
と
即
売
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

栽
培
技
術
、
品
質
向
上
を
目
的
に

生
産
者
10
名
が
10
点
を
出
品
、
最
高

賞
の
優
等
賞
に
湯
浅
和
義
さ
ん
、
１

等
賞
角
田
武
さ
ん
、
２
等
賞
桜
井
照

泰
さ
ん
が
、
そ
れ
ぞ
れ
受
賞
し
ま
し

た
。

　
審
査
は
、
西
部
農
業
事
務
所
の
職

員
が
担
当
し
て
、
３
㎏
箱
（
９
玉
）

の
桃
を
①
糖
度
②
食
味
③
形
状
④
外

観
⑤
全
体
バ
ラ
ン
ス
の
５
項
目
を
評

価
し
て
順
位
を
決
め
ま
し
た
。

　
今
回
の
審
査
は
、
よ
り
消
費
者
に

近
い
目
線
と
し
て
、
糖
度
と
食
味
の

配
点
割
合
を
増
や
し
、
糖
度
計
で

糖
度
を
確
認
、

果
肉
を
食
味

し
て
、
慎
重

に
審
査
し
て

順
位
を
決
め

ま
し
た
。

　
審
査
員
の

西
部
農
業
事

務
所
小
山
千

県議会議長賞を受賞した桃

食味もキチンと審査します

表彰状を手にする眞下支店長㊥大塚さん㊧

表彰状される山田課長

今
が
旬
！
　
も
も
品
評
会

特
殊
詐
欺
２
支
店
で
未
然
防
止

明
さ
ん
は
「
今
年
は
、
天
気
に
恵
ま

れ
降
雨
も
適
度
に
あ
り
、
生
育
が
進

ん
だ
。
出
品
物
の
平
均
糖
度
は
15
・

３
％
。
高
い
糖
度
は
、
生
産
者
の
努

力
の
賜
物
」
と
話
し
ま
し
た
。

　
品
評
会
終
了
後
に
即
売
会
を
開
催

し
、
品
評
会
の
出
品
物
や
生
産
者
が

丹
精
し
た
桃
を
目
当
て
に
行
列
が
で

き
る
人
気
ぶ
り
で
し
た
。

群
馬
県
も
も
品
評
会

　
県
内
産
も
も
の
Ｐ
Ｒ
と
品
質
向
上

を
目
的
に
し
た
群
馬
県
も
も
品
評
会

が
７
月
22
日
、
群
馬
県
庁
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　
県
内
各
地
の
生
産
者
か
ら
14
点
出

品
さ
れ
、
Ｊ
Ａ
た
か
さ
き
か
ら
出
品

し
た
飯
沼
敦
史
さ
ん
が
、
特
別
賞
の

県
議
会
議
長
賞
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

中
で
あ
り
、
説
得
し
て
も
聞
き
入
れ

て
頂
け
な
い
の
で
１
１
０
番
通
報
し

ま
し
た
。

　
警
察
官
に
よ
る
、
そ
の
後
の
聞
き

取
り
で
「
高
校
の
同
窓
会
通
知
が
実

家
に
届
い
て
い
な
い
か
？
」
と
尋
ね

て
か
ら
話
始
め
る
同
じ
手
口
の
特
殊

詐
欺
と
判
明
し
ま
し
た
。

　
鈴
木
徹
高
崎
警
察
署
長
は
「
特
殊

詐
欺
で
は
、
信
じ
込
ん
だ
人
を
説
得

す
る
の
が
非
常
に
大
変
な
こ
と
。
Ｊ

Ａ
職
員
の
警
察
へ
の
通
報
は
適
切
な

対
応
だ
っ
た
」
と
感
謝
さ
れ
ま
し
た
。

　
Ｊ
Ａ
で
は
、
み
な
さ
ん
の
財
産
を

守
る
た
め
、
高
額
な
現
金
を
出
金
す

る
際
に
は
、
使
途
の
確
認
と
必
要
に

応
じ
て
、
高
崎
警
察
署
と
連
携
し
た

対
応
を
心
が
け
ま
す
。



４/20～５/20牡牛座 ❹

JAたかさき

（全体運）好調運です。率先して動けば流れが変わります。説明は丁寧に。お誘いや頼まれ事はできるだけ受けましょう
（健康運）軽く体を動かせば体調改善へ。友人とスポーツを
（幸運の食べ物）カボチャ

TOPICS

　
Ｊ
Ａ
た
か
さ
き
梅
生
産
部
会
は
夏

季
剪
定
講
習
会
を
７
月
23
日
、
鼻
高

町
の
園
地
で
生
産
者
、
関
係
者
12
名

参
加
に
よ
り
開
催
し
ま
し
た
。

　
西
部
農
業
事
務
所
担
い
手
・
園
芸

課
小
山
千
明
さ
ん
が
講
師
と
な
り
夏

季
剪
定
と
収
穫
後
の
施
肥
、
病
害
虫

防
除
を
学
び
ま
し
た
。

　
夏
季
剪
定
は
、
樹
勢
を
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
し
て
、
花
芽
分
化
と
花
器
形

成
の
養
分
蓄
積
を
促
し
、
花
芽
形
成

を
充
実
さ
せ
る
こ
と
で
、
翌
年
の
結

実
安
定
を
図
る
目
的
に
行
い
「
老
木
、

若
木
に
は
、
樹
勢
を
弱
め
る
の
で
基

本
的
に
し
な
い
。
風
通
し
と
陽
当
り

を
適
度
に
良
く
す
る
た
め
、
主
に
上

部
や
内
側
の
太
枝
を
間
引
き
、
残
る

枝
に
光
合
成
を
促
し
養
分
を
蓄
積
さ

せ
る
。
切
り
過
ぎ
は
、
主
枝
日
焼
け

に
な
る
の
で
注
意
す
る
」
と
ア
ド
バ

ス
し
ま
し
た
。

　
収
穫
後
の
礼
肥
は
、
窒
素
肥
料
10

㌃
あ
た
り
５
㌔
を
目
安
に
樹
勢
に
応

じ
て
加
減
し
て
施
肥
す
る
。
翌
年
に

向
け
た
基
肥
は
、
土
壌
診
断
を
し
て

バ
ラ
ン
ス
良
い
土
作
り
を
す
る
。

　
病
害
虫
防
除
で
は
、
近
年
増
加
中

　
Ｊ
Ａ
た
か
さ
き
は
水
稲
中
期
栽
培

講
習
会
を
７
月
21
日
、
本
店
で
生
産

者
、
関
係
者
79
名
参
加
に
よ
り
開
催

し
ま
し
た
。
厳
し
い
暑
さ
を
迎
え
る

夏
の
栽
培
管
理
を
学
び
ま
し
た
。

　
西
部
農
業
事
務
所
農
産
課
佐
藤
謙

一
さ
ん
が
講
師
と
な
り
、
高
温
時
の

水
管
理
、
病
害
虫
防
除
に
つ
い
て
詳

し
く
話
し
ま
し
た
。

　
近
年
の
気
候
は
「
出
穂
後
に
高
温

が
続
く
の
で
根
の
活
力
を
維
持
し
て
、

白
未
熟
粒
の
発
生
を
抑
え
て
品
質
低

下
を
防
ぐ
水
管
理
」
が
必
要
に
な
る
。

　
中
干
し
以
降
の
水
管
理
は
「
飽
水

管
理
が
望
ま
し
い
。
水
田
に
入
水
後
、

そ
の
水
が
だ
い
た
い
無
く
な
り
、
窪

み
や
足
跡
に
水
が
溜
ま
る
位
で
再
び

入
水
す
る
。
１
回
に
入
れ
る
水
量
は

２
～
３
日
程
度
で
無
く
な
る
量
が
理

想
的
」
と
高
温
障
害
を
低
減
さ
せ
る

水
管
理
を
促
し
ま
し
た
。

　
出
穂
後
に
高
温
の
強
風
（
フ
ェ
ー

ン
）
が
吹
く
予
想
の
時
は
、
水
を
深

め
に
張
っ
て
対
策
す
る
。

　
落
水
時
期
は
早
す
ぎ
る
と
収
量
・

品
質
低
下
の
原
因
と
な
る
の
で
、
出

穂
後
１
か
月
を
目
安
に
落
水
す
る
。

熱心に栽培管理を聞く生産者

剪定する枝を指導する小山技師

水
稲
中
期
栽
培
講
習
会

梅
夏
季
剪
定
講
習
会

　
病
害
虫
防
除
で
は
、
東
毛
地
区
で

増
加
し
て
い
る
斑
点
米
カ
メ
ム
シ
が
、

斑
点
米
や
不
稔
粒
の
原
因
に
な
り
等

級
が
下
が
る
の
で
対
策
が
必
要
。
出

穂
期
10
日
前
ま
で
に
畦
畔
を
し
っ
か

り
除
草
す
る
。
薬
剤
散
布
は
「
出
穂

期
と
そ
の
７
～
10
日
後
に
薬
剤
２
回

が
望
ま
し
い
」
と
指
導
し
ま
し
た
。

　
全
農
群
馬
肥
料
農
薬
課
茂
原
拓
也

さ
ん
は
、
水
稲
中
後
期
除
草
剤
一
覧

表
・
散
布
適
期
一
覧
表
を
使
用
し
て
、

薬
剤
の
紹
介
と
効
果
的
な
散
布
方
法

を
伝
え
ま
し
た
。

の
モ
モ
ヒ
メ
ヨ
バ
イ
、
ク
ビ
ア
カ
ツ

ヤ
カ
ミ
キ
リ
の
防
除
に
つ
い
て
、
情

報
提
供
が
あ
り
ま
し
た
。

　
Ｊ
Ａ
管
内
で
は
、
ク
ビ
ア
カ
ツ
ヤ

カ
ミ
キ
リ
が
桃
の
木
を
中
心
に
発
生

し
て
い
る
こ
と
か
ら
「
成
虫
や
幼
虫

を
発
見
し
た
ら
駆
除
す
る
。
春
先
は
、

薬
剤
を
主
幹
や
主
枝
に
散
布
し
て
防

除
を
す
る
」
と
指
導
し
ま
し
た
。

　
相
川
功
部
会
長
は
「
公
園
の
桜
の

木
で
ク
ビ
ア
カ
ツ
ヤ
カ
ミ
キ
リ
の
成

虫
を
多
く
見
か
け
た
。
園
地
に
入
ら

な
い
よ
う
非
常
に
暑
い
日
が
続
く
が
、

体
に
注
意
し
て
、
防
除
を
お
願
い
し

ま
す
」
と
呼
び
か
け
ま
し
た
。



双子座 ５/21～６/21❺

JAたかさき

（全体運）調整が難しそうに思われたことも下旬には好転。余計なことを言うと後で足を引っ張られるので発言は慎重に
（健康運）カラオケでストレス発散。有酸素運動もお勧め
（幸運の食べ物）ミョウガ

TOPICS

　
グ
ル
米
四
季
菜
館
２
店
舗
は
、
８

月
11
日
～
13
日
お
盆
セ
ー
ル
を
開
催

し
て
、
お
盆
の
お
供
え
物
の
果
物
や

仏
花
を
買
い
求
め
る
来
客
で
大
い
に

賑
わ
い
ま
し
た
。

　
お
盆
の
需
要
に
合
わ
せ
て
生
産
者

が
出
荷
し
た
小
菊
、ア
ス
タ
ー
、カ
ー

ネ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
お
供
え
用
の
花
が
、

切
り
花
コ
ー
ナ
ー
に
は
通
常
よ
り
多

く
並
べ
ら
れ
、
来
店
者
は
花
を
見
比

べ
な
が
ら
購
入
し
ま
し
た
。

　
食
品
売
り
場
で
は「
高
崎
う
ど
ん
」

「
高
崎
そ
う
め
ん
」
を
組
み
合
わ
せ

自
由
で
販
売
し
た
他
、
精
米
コ
ー

ナ
ー
で
は
、
高
崎
産
米
「
ゆ
め
ま
つ

り
」
は
、
玄
米
１
㎏
５
０
０
円
の
特

別
価
格
で
販
売
し
ま
し
た
。

大賑わいの切り花コーナー

グ
ル
米
四
季
菜
館

お
盆
セ
ー
ル

　
Ｊ
Ａ
た
か
さ
き
は
７
月
30
日
、
東

部
カ
ン
ト
リ
ー
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
で
西

部
農
業
事
務
所
、
米
麦
振
興
協
会
、

全
農
ぐ
ん
ま
、
生
産
者
ら
10
名
が
参

加
し
て
種
子
用
小
麦「
ゆ
め
か
お
り
」

の
検
査
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
検
査
は
全
て
の
袋
か
ら
、
穀
刺
し

棒
で
種
子
籾
を
カ
ル
ト
ン
に
と
り
、

形
質
や
色
、
整
粒
歩
合
や
被
害
粒
な

ど
を
丁
寧
に
確
認
し
ま
し
た
。

　
小
麦
は
、
生
産
者
１
名
が
2.5
㌶
で

作
付
け
、
圃
場
検
査
２
回
、
発
芽
試

験
を
へ
て
検
査
を
受
け
ま
し
た
。

　
出
荷
さ
れ
た
３
０
０
袋
（
１
袋
30

㌔
）
の
種
子
籾
は
、
全
量
が
買
い
上

げ
と
な
り
ま
し
た
。

入念に確認・検査します

種
子
用
小
麦
検
査

　
Ｊ
Ａ
た
か
さ
き
は
、
秋
播
き
野
菜

栽
培
講
習
会
を
７
月
27
日
、
本
店
多

目
的
研
修
室
で
生
産
者
、
関
係
者
82

名
参
加
に
よ
り
開
催
し
て
、
品
種
特

性
と
栽
培
管
理
、
農
薬
適
正
利
用
と

病
害
虫
防
除
を
学
び
ま
し
た
。

　
ヒ
ザ
ワ
種
苗
㈱
田
島
貴
幸
さ
ん
が
、

こ
れ
か
ら
播
種
時
期
を
迎
え
る
水
菜
、

キ
ャ
ベ
ツ
、
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
、
ホ
ウ

レ
ン
ソ
ウ
の
種
を
配
布
し
て
、
そ
れ

ぞ
れ
の
特
性
と
栽
培
ポ
イ
ン
ト
を
話

し
て
栽
培
を
薦
め
ま
し
た
。

　
続
い
て
種
苗
会
社
の
カ
タ
ロ
グ
を

使
用
し
な
が
ら
ニ
ン
ジ
ン
、
カ
ブ
、

ダ
イ
コ
ン
の
品
種
を
紹
介
し
て
、
播

種
か
ら
発
芽
ま
で
の
ポ
イ
ン
ト
を
ア

ド
バ
イ
ス
し
ま
し
た
。

　
西
部
農
業
事
務
所
富
澤
祐
紀
さ
ん

は
農
薬
の
適
正
利
用
と
し
て
、
使
用

す
る
際
は
、
必
ず
裏
と
表
の
ラ
ベ
ル

を
確
認
す
る
。
適
用
作
物
、
使
用
回

数
、
散
布
方
法
に
注
意
す
る
。
使
用

後
は
、
帳
簿
記
載
と
散
布
器
具
を

し
っ
か
り
洗
浄
す
る
。
農
薬
の
保
管

を
徹
底
す
る
と
促
し
ま
し
た
。

　
全
農
ぐ
ん
ま
肥
料
農
薬
課
佐
藤
彩

音
さ
ん
は
、
ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ
、
キ
ャ

ＢＳ資材の活用を薦める佐藤さん

秋
播
き
野
菜
栽
培
講
習
会

ベ
ツ
、
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
、
水
菜
、
ダ

イ
コ
ン
、
ニ
ン
ジ
ン
の
病
害
虫
防
除

薬
剤
一
覧
を
示
し
て
各
野
菜
に
対
応

す
る
薬
剤
の
特
長
と
使
用
方
法
を
説

明
し
た
ほ
か
、
新
製
品
や
適
用
拡
大

し
た
薬
剤
を
紹
介
し
ま
し
た
。

　
酷
暑
の
乾
燥
や
高
温
対
策
に
バ
イ

オ
ス
テ
ィ
ミ
ュ
ラ
ン
ト
（
Ｂ
Ｓ
）
資

材
の
活
用
を
薦
め
ま
し
た
。
収
量
と

品
質
を
改
善
す
る
サ
プ
リ
メ
ン
ト
的

な
効
用
が
見
込
ま
れ
る
Ｂ
Ｓ
資
材
は
、

育
苗
期
と
定
植
後
の
散
布
で
、
花
付

き
と
収
量
ア
ッ
プ
が
見
込
ま
れ
る
と

話
し
ま
し
た
。



蟹　座 ６/22～７/22 ❻

JAたかさき

（全体運）何とかなるときです。勢いに任せて進めてみましょう。周囲の話を聞きつつ微調整していけば思った以上の成果に
（健康運）頑張り過ぎないように。睡眠時間はしっかり確保
（幸運の食べ物）サトイモ

特集

キャプション



７/23～８/22獅子座❼

JAたかさき

（全体運）あなたのところにいろいろなことが集中します。丸投げの案件はお断りを。協力し合ってできることを優先して
（健康運）サプリに頼り過ぎないで。日々の食事を大切に
（幸運の食べ物）ナス

特集



乙女座 ８/23～９/22 ❽

agriculture

西部農業事務所より

お知らせ

（全体運）運勢は大きく活性化。思案中のことにも方向性を見いだせて新たな一歩を踏み出せます。外出先で良い話を聞けそう
（健康運）機能性インナーを上手に使って快適さをアップ
（幸運の食べ物）シメジ

水稲栽培後期の水管理と適期収穫

西部農業事務所
農畜産課

農畜産係　佐藤　謙一

１
．
出
穂
後
の
水
管
理

　
令
和
７
年
は
、
出
穂
後
の
高
温
に
よ

り
背
白
粒
、
基
白
粒
を
中
心
と
し
た
白

未
熟
粒
が
多
発
し
、
玄
米
の
品
質
が
大

幅
に
低
下
し
ま
し
た
。
水
管
理
を
適
切

に
行
い
、
白
未
熟
粒
の
発
生
を
軽
減
さ

せ
ま
し
ょ
う
。

（
１
）
飽
水
管
理
の
励
行

　
中
干
し
以
降
の
水
管
理
は
、「
飽
水

管
理
」を
行
い
ま
し
ょ
う（
図
１
）。「
飽

水
管
理
」
は
、
水
田
に
水
を
入
れ
、
田

面
の
所
々
に
あ
る
窪
み
や
足
跡
に
水

が
溜
ま
っ
て
い

る
程
度
に
水
が

減
っ
た
ら
、
ま

た
水
を
入
れ
ま

す
。
水
田
に

よ
っ
て
は
、
水

が
い
つ
ま
で
も

溜
ま
っ
て
抜
け

な
い
場
所
が
あ

り
ま
す
が
、
差

し
支
え
あ
り
ま

せ
ん
。
一
回
に

入
れ
る
水
の
量

は
、
水
を
入
れ

て
か
ら
２
～
３

日
程
度
で
大
体

無
く
な
る
く
ら
い
が
理
想
的
で
す
（
図

２
）。

（
２
）
出
穂
後
に
お
け
る
高
温
強
風

（
フ
ェ
ー
ン
）
時
の
水
管
理

　
出
穂
後
一
か
月
間
は
白
未
熟
粒
の
一

種
で
あ
る
乳
白
粒
の
発
生
に
も
備
え
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。
台
風
が
去
っ
た
後

の
晴
天
時
な
ど
の
よ
う
に
、
高
温
の
強

風
（
フ
ェ
ー
ン
）
が
予
想
さ
れ
る
と
き

に
は
、
風
が
や
む
ま
で
深
め
に
水
を

張
っ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

（
３
）
落
水
時
期

　
出
穂
後
一
か
月
た
っ
た
ら
落
水
し
ま

し
ょ
う
。
落
水
時
期
が
早
す
ぎ
る
と
、

収
量
・
品
質
を
低
下
さ
せ
る
原
因
に
な

り
ま
す
（
図
３
）。

２
．
適
期
収
穫
に
よ
る
品
質
確
保
を

（
１
）
収
穫

　
品
質
確
保
の
た
め
に
は
、
適
期
収
穫

が
重
要
で
す
。
収
穫
時
期
が
早
す
ぎ
る

と
、
未
熟
粒
（
青
米
等
）
の
発
生
が
多

く
な
り
、
遅
す
ぎ
る
と
胴
割
米
や
着
色

粒
（
茶
米
等
）
が
発
生
し
や
す
く
な
り

ま
す
。

　
収
穫
適
期
は
、
出
穂
期
（
ほ
場
に
お

け
る
全
穂
数
の
４
～
５
割
が
出
穂
し
た

日
）
後
の
積
算
気
温
や
帯
緑
色
籾
歩
合

（
図
４
）、
籾
水
分
等
に
よ
り
総
合
的
に

判
断
し
ま
す
（
表
１
）。

　
ひ
と
め
ぼ
れ
の
場
合
、
出
穂
期
後
の

積
算
気
温
（
出
穂
期
の
翌
日
以
降
の

日
平
均
気
温
を
積
算
し
た
数
値
）
で

１
，
０
０
０
℃
に
達
し
た
ら
、
１
株
の

中
で
生
育
が
平
均
的
な
穂
を
ほ
場
内
の

数
か
所
か
ら
採
取
し
ま
す
。
緑
色
が
わ

ず
か
で
も
残
っ
て
い
る
籾
の
割
合
（
帯

緑
色
籾
歩
合
）
が
10
％
程
度
に
な
っ
て

い
た
ら
、
水
分
計
で
籾
水
分
を
測
定
し
、

25
％
以
下
で
あ
れ
ば
収
穫
適
期
で
す
。

　
倒
伏
し
た
場
合
は
、
速
や
か
に
排
水

し
、
穂
発
芽
等
が
認
め
ら
れ
る
部
分
は

可
能
な
限
り
別
収
穫
と
し
、
品
質
低
下

を
防
止
し
ま
す
。

（
２
）
乾
燥
・
調
製

　
自
脱
型
コ
ン
バ
イ
ン
に
よ
る
収
穫
作

業
は
、
籾
の
損
傷
軽
減
や
作
業
能
率
向

上
の
た
め
、
朝
露
が
消
え
て
か
ら
開
始

し
ま
す
。
脱
穀
籾
は
変
質
し
や
す
い
た

め
、
収
穫
後
は
速
や
か
に
乾
燥
を
行
い

ま
し
ょ
う
。
籾
の
仕
上
が
り
水
分
は

14
・
０
～
14
・
５
％
が
目
安
で
す
。

　
な
お
、
架
干
し
（
は
ざ
が
け
）
す
る

場
合
、
乾
燥
中
の
気
候
条
件
に
よ
っ
て

穂
発
芽
や
胴
割
粒
が
発
生
す
る
こ
と
が

あ
る
た
め
、
籾
水
分
が
14
・
０
～
14
・

５
％
に
低
下
し
た
ら
速
や
か
に
脱
穀
し

て
く
だ
さ
い
。

図４　帯緑色籾歩合

図２　飽水管理による白未熟粒への影響
※出典：兵庫県立農林水産技術センタ－

図３　落水時期と乳白粒の発生率

図１　中干し以降の水管理のイメ－ジ

表１　主な品種の収穫適期の目安

品種名 出穂後の積算日
平均気温

帯緑色
籾歩合 籾の水分

ひとめぼれ 1,000～1,100℃ 10%

25％以下
コシヒカリ 950～1,050℃ 10%
あさひの夢 1,000～1,100℃ 15%
ゆめまつり 1,000～1,150℃ 15%

黄熟籾
帯緑色籾

飽水管理 湛水管理

白
未
熟
粒
率
（
％
）

15

20

5

0

10

出穂後43日出穂後33日

落水時期

出穂後23日

乳
白
粒
（
％
）

14
12

16
18
20

8

4
6

2
0

10

田植後の時間経過

出
穂
期

落
　水

水
　位

飽水管理（根の活力維持）
中
干
し



天秤座 ９/23～10/23❾

園芸研究家●成松　次郎

お
天
気
カ
レ
ン
ダ
ー

気
象
予
報
士
●
檜
山

　靖
洋

（全体運）心配の種は次第に消えていきます。気持ちがせいても流れに身を任せて。自分から動かない方がうまくいくはず
（健康運）関節痛は甘く見ないで。しっかりケアを
（幸運の食べ物）栗

ホウレンソウ　石灰資材で酸性土を矯正する

行
き
合
う
空

　
ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ
は
ビ
タ
ミ
ン

や
ミ
ネ
ラ
ル
を
豊
富
に
含
む
緑

黄
色
野
菜
で
す
。
特
に
日
本
人

に
不
足
し
が
ち
な
ビ
タ
ミ
ン
Ｂ

群
（
中
で
も
造
血
作
用
に
関
係

す
る
葉
酸
）
や
鉄
分
、
カ
リ
ウ

ム
を
多
く
含
ん
で
い
ま
す
。

　
冷
涼
な
気
候
を
好
み
、
生
育

適
温
は
15
～
20
度
で
す
。
耐
寒

性
は
強
い
も
の
の
暑
さ
に
は
弱

く
、
25
度
以
上
に
な
る
と
生
育

が
衰
え
て
し
ま
い
ま
す
。

　
関
東
以
西
の
地
域
で
は
、
夏

取
り
以
外
は
栽
培
が
容
易
で
、

特
に
冬
取
り
（
２
、
３
月
収
穫
）

の
ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ
は
栄
養
価
が

高
く
、
甘
さ
も
増
し
て
お
い
し

い
で
す
。

［
品
種
］ 

秋
取
り
（
10
、
11
月
収

穫
）
で
は
、
生
育
の
良
い
「
ア

ト
ラ
ス
」（
サ
カ
タ
の
タ
ネ
）、

「
福
兵
衛
」（
タ
キ
イ
種
苗
）
な

ど
、
冬
取
り
で
は
寒
さ
に
強
い

「
ク
ロ
ノ
ス
」（
サ
カ
タ
の
タ

ネ
）、「
伸
兵
衛
」（
タ
キ
イ
種
苗
）

な
ど
が
良
い
で
し
ょ
う
。

［
畑
の
準
備
］ 

ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ

は
酸
性
土
を
嫌
い
ま
す
。
土
壌

が
酸
性
に
な
る
と
土
壌
中
の
ア

ル
ミ
ニ
ウ
ム
が
溶
け
出
し
、
こ

れ
が
根
の
伸
長
を
抑
制
す
る
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、

ア
ル
カ
リ
性
で
あ
る
苦
土
石
灰

を
ま
い
て
酸
性
土
を
矯
正
し
ま

し
ょ
う
。

　
事
前
に
１
平
方
ｍ
当
た
り
苦

土
石
灰
１
５
０
ｇ
を
畑
全
体
に

散
布
し
て
、
よ
く
耕
し
て
お
き

ま
す
。
次
に
、
１
平
方
ｍ
当
た

り
化
成
肥
料
（
Ｎ
Ｐ
Ｋ
各
成
分

10
％
）
２
０
０
ｇ
と
堆
肥
２
㎏

を
土
と
よ
く
混
ぜ
て
、
幅
１
０

０
㎝
、
高
さ
５
～
10
㎝
の
栽
培

床
を
作
り
ま
す
。

［
種
ま
き
］ 

適
期
は
９
～
10
月
で

す
。
栽
培
床
は
平
ら
に
な
ら
し
、

条
間
20
㎝
、
深
さ
１
、
２
㎝
の

ま
き
溝
を
切
り
ま
す
。
こ
の
と

き
、
園
芸
用
支
柱
な
ど
を
土
に

押
し
付
け
て
平
ら
な
ま
き
溝
を

作
る
と
良
い
で
し
ょ
う
。
そ
の

後
、
１
㎝
間
隔
に
種
ま
き
し
ま

す
（
図
１
）。

　
種
ま
き
後
は
約
１
㎝
覆
土
を

し
て
、
た
っ
ぷ
り
灌
水
（
か
ん

す
い
）
し
ま
す
。
そ
し
て
、
不

織
布
の
べ
た
が
け
を
し
て
風
雨

や
害
虫
か
ら
幼
苗
を
守
り
ま
す

（
図
２
）。

［
間
引
き
・
追
肥
］ 
１
回
目
の

間
引
き
は
、
発
芽
が
そ
ろ
っ
た

と
き
に
込
み
合
っ
て
い
る
所
を

抜
き
取
り
ま
す
。
そ
の
後
、
２
、

３
回
に
分
け
て
間
引
き
を
し
て
、

最
終
的
に
株
間
４
、
５
㎝
に
し

ま
す
（
図
３
）。

　
栽
培
期
間
が
長
く
な
る
10
、

11
月
ま
き
で
は
、
草
丈
10
～
15

㎝
の
頃
に
１
平
方
ｍ
当
た
り
化

成
肥
料
30
ｇ
を
追
肥
し
、
株
元

に
軽
く
土
寄
せ
し
ま
す
。

［
病
害
虫
防
除
］ 

ヨ
ト
ウ
ム
シ
は

見
つ
け
次
第
捕
殺
し
、
ア
ブ
ラ

ム
シ
は
、
登
録
農
薬
で
防
除
し

ま
す
。
た
だ
し
、
生
育
初
期
は

不
織
布
を
べ
た
が
け
し
て
飛
来

を
予
防
す
る
と
良
い
で
し
ょ
う
。

［
収
穫
］ 

株
間
が
広
い
（
疎
植
）

と
、
ど
の
葉
に
も
光
が
当
た

る
よ
う
に
広
が
り
（
開
帳
性
）、

反
対
に
株
間
が
狭
い
（
密
植
）

と
葉
は
細
く
、
立
ち
上
が
っ
た

草
姿
（
立
性
）
に
な
る
傾
向
が

あ
り
ま
す
（
図
４
）。

　
草
丈
25
㎝
を
収
穫
の
目
安
に

し
ま
す
が
、
30
㎝
程
度
に
な
っ

て
も
ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ
本
来
の
お

い
し
さ
は
変
わ
り
ま
せ
ん
。

　
株
元
の
根
を
鎌
や
は
さ
み
で

切
り
取
り
、
枯
れ
葉
を
除
い
て

３
０
０
ｇ
く
ら
い
を
目
安
に
束

ね
ま
す
。

※関東南部以西の平たん地を基準に
　記事を作成しています。

　
昼
は
ま
だ
夏
の
よ
う
な
暑
さ
が
残
っ
て
、
日
差

し
の
強
さ
を
感
じ
な
が
ら
、
半
袖
で
過
ご
す
こ
と

も
多
い
で
す
。
夜
に
な
る
と
虫
の
声
が
響
き
わ
た

る
中
、
帰
り
道
は
少
し
肌
寒
く
な
り
ま
す
。
真
夏

と
違
っ
て
、
夜
に
涼
し
く
な
る
だ
け
で
も
体
は
だ

い
ぶ
楽
に
な
り
ま
す
ね
。
季
節
が
ゆ
っ
く
り
と
入

れ
替
わ
っ
て
い
く
、
は
ざ
ま
の
時
期
で
す
。
一
日

の
中
に
も
、
二
つ
の
季
節
が
同
居
し
ま
す
。

　
こ
の
時
期
は
、
地
上
付
近
に
は
暑
さ
を
も
た
ら

す
夏
の
空
気
が
残
る
一
方
で
、
上
空
に
は
秋
の
冷

た
い
空
気
が
流
れ
込
み
始
め
ま
す
。
こ
の
た
め
、

空
の
表
情
も
変
わ
っ
て
い
き
ま
す
。
も
く
も
く
と

し
た
入
道
雲
が
広
が
る
日
も
多
い
で
す
が
、
入
道

雲
に
混
じ
っ
て
、
空
の
高
い
所
に
出
る
筋
雲
や
う

ろ
こ
雲
が
見
ら
れ
る
機
会
が
増
え
て
き
ま
す
。

　「
行
き
合
い
の
空
」
と
い
わ
れ
る
こ
と
も
あ
り
、

昼
は
夏
、
夜
は
秋
と
、
季
節
が
行
き
合
う
、
こ
の

時
期
な
ら
で
は
の
空
が
広
が
り
ま
す
。
慌
た
だ
し

い
日
々
の
中
で
も
、
ふ
と
立
ち
止
ま
っ
て
空
や
風

に
目
を
向
け
、
季
節
の
変
化
を
感
じ
て
み
た
く
な

り
ま
す
ね
。
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ＪＡ全中・ＪＡ全国相続相談・資産支援チーム
顧問弁護士●草薙　一郎

資産管理の法律ガイド

（全体運）順調運。力になってくれる人が多いときです。遠慮するより感謝の気持ちを伝えるのが大事。小さなプレゼントも吉
（健康運）入浴はお湯につかって。良い汗をかきましょう
（幸運の食べ物）ゴーヤー

　
土
地
建
物
の
売
買
や
賃
貸
な
ど
の
契
約

で
は
、
５
項
目
の
ポ
イ
ン
ト
を
確
認
し
、

契
約
書
に
明
記
さ
れ
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

今
回
は
、
売
買
契
約
の
当
事
者
、「
誰
が

誰
に
」
売
買
な
ど
を
す
る
の
か
に
つ
い
て

説
明
し
ま
す
。

　
ま
ず
、
契
約
書
を
作
成
す
る
際
に
は
売

り
主
と
買
い
主
の
特
定
が
必
要
で
す
。
売

買
で
す
か
ら
、
売
り
主
は
通
常
、
対
象
土

地
建
物
の
所
有
者
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま

す
。
そ
の
た
め
、
売
買
で
は
売
り
主
は
本

当
に
所
有
者
な
の
か
を
確
認
し
て
お
く
必

要
が
あ
り
ま
す
。

■ 

売
り
主
と
所
有
者
が
異
な
る
場
合

　
し
か
し
、
民
法
に
は
「
他
人
物
売
買
」

と
い
う
条
文
が
あ
り
ま
す
。
民
法
上
は
他

人
の
土
地
建
物
を
売
却
す
る
売
買
契
約
も

有
効
な
の
で
す
。
こ
の
場
合
、
売
り
主
は

売
買
の
対
象
物
の
所
有
権
を
所
有
者
か
ら

買
い
主
に
移
転
す
る
義
務
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
た
め
、
ま
ず
は
対
象
物
を
所
有
者
か

ら
入
手
し
て
、
さ
ら
に
買
い
主
に
所
有
権

を
移
転
す
る
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

■ 

売
り
主
が
未
成
年
者
の
場
合

　
所
有
者
と
売
り
主
が
同
じ
で
あ
っ
て
も

注
意
が
必
要
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
所
有
者
が
未
成
年
者
で
あ
る
と
き
や
裁

判
所
の
成
年
後
見
（
※
）
な
ど
の
審
判
を

受
け
て
い
る
と
き
は
、
所
有
者
が
売
買
契

約
を
し
て
も
そ
の
契
約
は
取
り
消
さ
れ
る

危
険
性
が
あ
り
ま
す
。

　
所
有
者
が
未
成
年
者
の
場
合
は
、
親
権

者
や
未
成
年
後
見
人
、
後
見
人
を
必
要
と

す
る
成
年
の
場
合
は
後
見
人
が
売
り
主
の

代
理
人
と
し
て
売
買
契
約
に
関
与
す
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。
こ
の
場
合
に
、
売
り
主

が
単
独
で
売
買
契
約
を
す
る
と
、
親
権
者

や
後
見
人
に
よ
っ
て
そ
の
契
約
は
取
り
消

さ
れ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
の
で
注
意
し

ま
し
ょ
う
。
特
に
所
有
者
が
未
成
年
者
の

可
能
性
が
あ
る
と
き
は
、
売
り
主
の
戸
籍

謄
本
で
未
成
年
か
ど
う
か
、
親
権
者
は
誰

か
を
確
認
し
て
お
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
な
お
、
親
権
者
や
後
見
人
で
あ
っ
て
も
、

売
り
主
本
人
と
利
害
が
対
立
す
る
と
き
に

は
、
代
理
行
為
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ

ん
。

※
認
知
症
や
障
害
な
ど
に
よ
り
判
断
能
力
が

不
十
分
な
人
に
代
わ
り
、
後
見
人
が
財
産

管
理
や
契
約
な
ど
の
法
律
行
為
を
援
助
す

る
制
度

なくそう食品ロス
食品ロス問題ジャーナリスト●井出　留美

　ナスのように水分が多く傷みやすい野菜が余って
しまったときは、干し野菜にすると日持ちします。
干しナスは肉のようにジューシーな食感になるそう
です。
　なお、ＪＡの直売所などには、曲がったり傷が付
いたりした「規格外」のナスが並ぶこともあります。
形が悪かったり、少し傷が付いていたり、色むらが
あったりする場合でも、味は変わらずおいしい場合
がほとんどです。見かけた際は手に取ってみてくだ
さい。
　冒頭に紹介したことわざは、旬の恵みを無駄にし
たくない気持ちの表れかもしれません。先人は今以
上に食べ物を大切にしていた
のではないでしょうか。季節
は短く、旬は一度きり。秋ナ
スを皮まで丸ごと味わい尽く
してみてください。

　「秋ナスは嫁に食わすな」ということわざを聞い
たことがありますか？　諸説ありますが、秋に取れ
るナスは格別においしいから、憎たらしい嫁には食
べさせるなという、しゅうとめの意地悪と解釈され
ることが多いようです。
　いずれにせよ、秋ナスがおいしいという証拠で
しょう。秋ナスは夏のナスを収穫した後の株を剪定
して成長させたものから収穫します。夏の強い日差
しを浴びて育った夏ナスに対して、朝晩の気温差の
中でゆっくりと育つため、皮が薄く実が締まり、甘
さが増すといわれています。
　そんなナスの廃棄率（食品の重さに対する廃棄部
分の割合）は10%です（※）。へたを切り落とす際
に実も切り過ぎてしまうこと（過剰除去）が多いよ
うです。へたに対して包丁を斜めに入れてギリギリ
のラインで切り落とし、がくをむくことで、廃棄率
を半分程度まで減らして丸ごと使い切ることができ
ます。
　また、焼きナスは皮をむいて作ることがあります
が、この皮は捨てずにぬか漬けや浅漬けにすること
で廃棄を防ぐことができます。

ナスの過剰除去、
　　　食品ロスを防ごう

※文部科学省「日本食品標準成分

表（八訂）増補2023年」より

土地建物の契約
①売買契約の当事者
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Q小林先生の法律相談 A
　
高
齢
化
が
進
み
認
知
症
な
ど
に
よ

り
、
法
的
な
判
断
能
力
（
事
理
弁
識

能
力
と
い
い
ま
す
）
を
欠
い
た
時
は
、

自
ら
財
産
管
理
を
す
る
こ
と
が
で
き

な
く
な
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
親
族
等

の
申
立
に
よ
り
、
財
産
管
理
や
療
養

監
護
に
つ
い
て
、
本
人
に
代
わ
り
包

括
的
な
管
理
権
を
持
つ
成
年
後
見
人

が
、
家
庭
裁
判
所
に
よ
っ
て
、
選
任

さ
れ
ま
す
。
成
年
後
見
人
は
、
本
人

（全体運）問題が表面化。人間関係もギクシャクしがち。ただ相手の話をきちんと聞けば解決できることも多いので歩み寄りを
（健康運）弱い部分はしっかりケア。持病の再発を予防
（幸運の食べ物）カボス

の
包
括
的
な
代
理
権
を
付
与
さ
れ
、

預
金
な
ど
は
じ
め
本
人
の
財
産
を
管

理
し
ま
す
。
現
行
で
は
、
例
え
ば
遺

産
分
割
協
議
が
必
要
な
時
、
本
人
が

事
理
弁
識
能
力
を
欠
く
場
合
は
、
成

年
後
見
人
制
度
を
利
用
し
ま
す
。
し

か
し
、
遺
産
分
割
協
議
が
成
立
し
、

ほ
か
に
処
理
す
べ
き
法
的
問
題
が
な

く
な
っ
て
も
、
本
人
が
事
理
弁
識
能

力
を
回
復
し
た
場
合
以
外
は
成
年
後

見
は
終
了
せ
ず
、
本
人
が
死
亡
し
た

場
合
に
、
よ
う
や
く
成
年
後
見
が
終

了
し
ま
す
。
成
年
後
見
人
が
、
司
法

書
士
等
親
族
以
外
の
場
合
に
は
、
そ

の
間
の
成
年
後
見
人
の
報
酬
を
負
担

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
現
行
の

成
年
後
見
制
度
は
、
本
人
の
意
思
が

反
映
さ
れ
る
保
障
も
な
く
、
極
め
て

使
い
勝
手
が
悪
い
も
の
と
い
え
ま
す
。

そ
こ
で
、
こ
の
六
月
に
民
法
が
改
正

さ
れ
、
成
年
後
見
制
度
を
廃
止
し
、

本
人
に
必
要
な
特
定
の
法
律
行
為
に

限
っ
て
、
本
人
に
代
わ
っ
て
代
理

権
・
取
消
権
を
与
え
る
補
助
の
制
度

に
一
元
化
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
法
改
正
に
よ
り
、
例
え
ば
遺
産

分
割
協
議
の
問
題
に
限
っ
て
、
補
助

人
を
選
任
し
本
人
を
代
理
す
る
権
限

を
付
与
し
、
本
人
の
た
め
に
遺
産
分

割
協
議
を
成
立
さ
せ
ま
す
。
遺
産
分

割
協
議
が
成
立
す
れ
ば
、
補
助
人
の

職
務
も
終
了
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

法
改
正
に
よ
り
補
助
制
度
を
利
用
す

る
場
合
に
は
、
選
任
時
に
、
本
人
の

意
思
を
尊
重
す
る
た
め
本
人
の
意
向

を
把
握
す
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ

ま
し
た
。
さ
ら
に
、
本
人
の
利
益
の

た
め
特
に
必
要
が
あ
る
時
に
は
、
補

助
人
を
解
任
す
る
こ
と
も
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
言
っ
て
み
れ
ば
、

補
助
制
度
へ
の
一
元
化
は
、
本
人
の

意
思
を
尊
重
し
本
人
の
能
力
や
処
理

す
べ
き
個
別
の
法
的
問
題
に
即
応
し

て
、
い
わ
ば
オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド
に
よ

る
本
人
の
代
理
権
・
取
消
権
を
与
え

る
制
度
で
す
。
た
だ
、
本
人
が
事
理

弁
識
の
能
力
を
欠
く
常
況
に
あ
る
場

合
に
は
、
法
律
で
定
め
る
重
要
な
財

産
行
為
に
つ
い
て
、
取
消
権
を
与
え

る
特
定
補
助
の
制
度
を
利
用
す
る
こ

と
も
可
能
と
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
ま

た
、
成
年
後
見
人
は
、
本
人
の
死
亡

後
に
本
人
の
財
産
か
ら
本
人
の
債
務

を
清
算
す
る
権
限
が
付
与
さ
れ
て
い

Question

ま
す
。
成
年
後
見
制
度
が
、
廃
止
さ

れ
る
と
、
本
人
死
亡
後
の
事
務
が
滞

る
可
能
性
が
生
じ
ま
す
。
そ
こ
で
、

補
助
人
に
も
、
家
庭
裁
判
所
の
許
可

を
得
て
本
人
死
亡
後
の
遺
体
の
火
葬

や
埋
葬
に
関
す
る
契
約
を
す
る
こ
と

や
、
補
助
を
認
め
た
権
限
の
範
囲
内

で
、
相
続
財
産
保
存
に
必
要
な
行
為

や
、
被
相
続
人
の
債
務
の
弁
済
を
行

う
こ
と
が
可
能
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

改
正
法
は
、
六
月
に
公
布
さ
れ
ま
し

た
が
、
二
〇
二
九
年
ま
で
に
は
施
行

さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ
れ
ま

で
は
、
現
行
の
成
年
後
見
制
度
を
利

用
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　民法が改正され、成年後
見制度が廃止され、補助制
度に一元化されるとのこと
ですが？

「個人向け国債」のご案内

◎�個人向け国債は、「変動10年」「固定５年」
「固定３年」の３タイプが毎月発行されて
います。

◎�購入金額は、額面１万円から購入可能です。
◎募集期間　令和８年９月３日～30日
　発 行 日　令和８年10月15日

※�利率など詳しくは、本支店窓口にお問い合わせください。
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　支店から あれこ れ

（全体運）あれもこれもしなければと思いがちですが時間は有限。優先順位を付けて。丁寧さを心がけると多くのことが改善へ
（健康運）無理はしないで。スキンケアは入念に
（幸運の食べ物）マツタケ

－岩鼻地区－

火雷若神子神社（東中里町）

　
境
内
に
は
近
隣
に
は
見
ら
れ
な
い『
御
沓
堂（
お

く
つ
ど
う
）』
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
土
地
の
人
々

は
農
耕
馬
の
た
め
の
雷
除
け
と
し
て
、
無
事
に
農

業
が
営
め
る
よ
う
に
と
の
願
い
か
ら
、
馬
を
引
っ

張
っ
て
お
参
り
を
し
、
御
沓
堂
に
馬
の
わ
ら
じ
や

蹄
鉄
を
奉
納
し
ま
し
た
。
今
も
そ
の
一
部
が
残
っ

て
お
り
、
道
路
沿
い
に
石
物
・
石
神
等
の
石
造
物

が
並
ん
で
い
ま
す
。

　
こ
の
神
社
を
土
地
の
人
は『
お
ら
い
で
ん
さ
ま
』

と
親
し
く
呼
ん
で
い
ま
す
。
お
近
く
に
お
寄
り
の

際
は
訪
問
し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

（
岩
鼻
地
区
通
信
員
）

　
今
回
は
、
東
中
里
町
に
あ
る
『
火
雷
若
神
子
神
社
（
か
ら

い
わ
か
か
み
こ
じ
ん
じ
ゃ
）』
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
こ
の
神

社
は
境
内
社
に
秋
葉
社
（
か
ぐ
つ
の
み
こ
と
）、城
峯
社
（
お

お
や
ま
ぎ
の
み
こ
と
）、
八
坂
社
（
す
さ
の
お
の
み
こ
と
）、

菅
原
社
（
菅
原
道
真
公
）
等
が
祭
ら
れ
て
い
ま
す
。
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お　知　ら　せ INFORMATION

（全体運）一歩引いて様子見を。視点を変えると良い方法を思い付きます。シンプルに手間をかけないのがうまくいくこつ
（健康運）気にし過ぎはよくありません。いつも通りで◎
（幸運の食べ物）スダチ

金融共済部 融資推進課から

固定金利　　年1.70％
※変動金利もあります

店頭標準金利 3.00％より　年1.30％引下げ
（2026年７月１日現在）

下記の金利引下げ条件を必ずお読みください。■金利引き下げ条件

JA教育ローン
JAネットローンホームページへ

JAマイカーローン
JAネットローンホームページへ

①給与振込
②投資信託契約者または
　NISA口座開設者
③ＪＡカード
④ＪＡネットバンク

左記の４項目の中から１項目または２項目以上、
ご利用中またはご利用いただける方。
● 給与振込をＪＡにご指定いただける方は、
　 １項目で年1.70％
● 給与振込がＪＡにご指定いただけない方は、
　 ②～④の中から２項目以上の指定で年1.80％
● １項目の場合は、年2.35％

■表示金利の適用期間
　　　　2026年７月１日▶2026年９月30日

お問い合わせはＪＡ窓口または当ＪＡホームページへ

　　　　　　　　ＪＡたかさき　　　　　TEL.027-352-6510
「ＪＡとのお取引はこれから」というお客さまもお気軽にお問い合わせ・ご相談ください。（ご利用に関しては、組合員加入のための出資が必要となる場合がございます。）

ＪＡ教育ローン
ＪＡマイカーローン
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お　知　ら　せ INFORMATION

経済部 開発相談課から 金融共済部 推進課から

経済部 開発相談課から

（全体運）良い問題提起がありそう。問題を皆で認識することで解決へ。協力が開運につながります。連絡は密に取り合って
（健康運）ベストコンディションを保てそう。スポーツが吉
（幸運の食べ物）サツマイモ

グル米四季菜館から

《
日
　時
》

●
９
月
11
日
㈮
　
午
後
１
時
30
分

●
９
月
25
日
㈮
　
午
後
１
時
30
分

●
10
月
９
日
㈮
　
午
後
１
時
30
分

●
10
月
23
日
㈮
　
午
後
１
時
30
分

《
場
　所
》

　
本
店
相
談
室

《
弁
護
士
》

●
ゆ
う
あ
い
綜
合
法
律
事
務
所

　
・
弁
護
士
　
小
林
優
公

　
・
弁
護
士
　
青
木
悠
一
郎

無
料
法
律
相
談
日

《
日
　時
》

●
９
月
18
日
㈮
　
午
後
２
時
00
分

●
10
月
16
日
㈮
　
午
後
２
時
00
分

《
場
　所
》

　
本
店
相
談
室

《
税
理
士
》

●
今
西
会
計
事
務
所

　
・
税
理
士
　
今 

西 

孝 

徳

《
予
約
・
問
合
せ
》

　
経
済
部
　
開
発
相
談
課

※ 

ど
ち
ら
の
ご
相
談
に
関
し
て
も
予
め

電
話
予
約
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
Ｔ
Ｅ
Ｌ 

３
５
２

－

５
２
９
２

無
料
税
務
相
談
日

年金無料相談会年金無料相談会
「年金」について、疑問はありませんか？

年金の専門家（社会保険労務士）を招いて個別に相談を承ります。

高崎市築縄町54番地13  ☎027－361－2913
開催時間　六郷地区　 9：00～12：00
　　　　　長野地区　13：30～16：30

高崎北支店 ９月19日（土）
開催店舗

相続・事業継承・資産に関する相談会相続・事業継承・資産に関する相談会
ＪＡの開発相談課職員がご相談を承ります

高崎市築縄町54番地13  完全予約制☎027－361－2913
開催時間　六郷・長野地区　９：00～11：00

開催店舗
高崎北支店９月19日（土）

グル米四季菜館
緊急値下げセール

ＪＡカードで お得！！ ＪＡカードで決済して頂くと５％割引！

ゆめまつり
680円から180円引き

つきたて精米でおいしく食べられます。

高崎産玄米
１kg
（税込）

５００円



　毎回多数の応募を頂いております 
「ＪＡだより頭の体操」の賞品は、ＪＡ
オリジナル商品「高崎うどん」を毎回
抽選で５名の皆様にお
贈りします。高崎産小麦
100％のこだわりのうど
んを是非御賞味下さい。

（尚、当選者には引換券
をお送りしますので、お
近くの「グル米四季菜館」
でお取換え願います。）

今月の問題組合員のみなさま、全員が応募出来ます。

数独
出題●ニコリ

JAだより頭の体操

⓯

応募のお知らせ

ルール

先月号の答え
ＡＢＣＤＥ
コウシエン

理
事
会
だ
よ
り

８
月
27
日
㈭
開
催

議
　事

第
１
号
議
案
　 

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
・
マ
ニ
ュ

ア
ル
改
訂
に
つ
い
て

第
２
号
議
案
　 

利
益
相
反
取
引
に
つ
い
て

第
３
号
議
案
　 

経
営
実
績
の
月
例
検
討
に
つ
い

て

全
議
案
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
議
事
録
は
支
店

に
て
回
覧
で
き
ま
す
。

他
に
各
部
よ
り
、
14
件
報
告
事
項
が
あ
り
ま
し

た
。

　
今
年
の
夏
は
、
猛
烈
な
暑
い
日

が
続
か
な
か
っ
た
イ
メ
ー
ジ
な
の

で
は
？
前
橋
気
象
台
デ
ー
タ
で
は

７
月
１
日
～
８
月
20
日
で
最
高
気

温
35
℃
を
超
え
た
日
は
、
昨
年
は

29
日
、
今
年
は
15
日
と
約
半
分
と
デ
ー
タ
的
に

も
昨
年
よ
り
酷
暑
日
が
少
な
か
っ
た
夏
で
し
た
。

　
立
秋
か
ら
秋
分
の
日
ま
で
の
暑
さ
を
残
暑
と

呼
び
ま
す
が
「
暑
さ
寒
さ
も
彼
岸
ま
で
」
と
言

わ
れ
る
よ
う
に
秋
分
の
日
の
頃
に
は
過
ご
し
や

す
い
気
候
を
期
待
し
た
い
で
す
。

　
昼
と
夜
の
長
さ
が
ほ
ぼ
同
じ
に
な
る
秋
分
の

日
は
祝
日
で
、
年
に
よ
り
日
付
が
変
わ
り
ま
す

が
、
天
文
学
に
基
づ
い
て
祝
日
を
変
え
る
の
は

世
界
的
に
も
珍
し
い
ら
し
い
で
す
。

　
そ
の
お
か
げ
で
今
年
は
、
シ
ル
バ
ー
ウ
イ
ー

ク
が
５
連
休
と
な
り
ま
し
た
。

新保田中町
湯浅ます枝 様
萩原町
八木　　均 様

８月号の当選者
おめでとうございます

正観寺町
清水　　茂 様
倉賀野町
須永　　宏 様

阿久津町
川鍋　和代 様 （今月の応募数26通）

◆応募方法
　　E‒MAIL・ＦＡＸ・郵便ハガキのいずれか

の方法でご応募下さい。
　　必要事項（答え、住所、氏名、電話番号）

を記入の上、下記あて先までお送り下さい。
正解者の中から抽選で５名のみなさんに、
ＪＡオリジナル「高崎うどん」をプレゼント
します。ＪＡや本誌に対するご意見・ご感想
をお待ちしております。
◆あて先
　（E‒MAIL）homepage@takasaki.jagunma.net
　（Ｆ Ａ Ｘ）027－352－7104
　（ハ ガ キ）〒370－0018　高崎市新保町1482

ＪＡたかさき「ＪＡだより頭の体操」係
◆締め切りと正解者発表
　　９月15日の消印まで有効とし、正解者発表

は10月号に掲載予定です。
【個人情報の取扱い】

　ご応募戴いたE‒MAIL・ＦＡＸ・ハガキは、
抽選と商品発送以外の目的には使用いたしま
せん。

⑴�　空いているマスに、１から９まで
の数字のどれかを入れます。
⑵�　タテ列（９列）、ヨコ列（９列）、
太線で囲まれた３×３のブロック（そ
れぞれ９マスあるブロックが９つ）
のいずれにも１から９までの数字が
１つずつ入ります。

■二重枠に入った数字の合計はいくつ？

◆ 　　　　　　　　　　 ◆



�

発
行
人
／
五
十
嵐
俊
介
　
住
　
所
／
高
崎
市
新
保
町
1
4
8
2

編
　
集
／
編
集
委
員
会
　
Ｔ
Ｅ
Ｌ
／
0
2
7（
3
5
2
）5
2
8
8
㈹

発
　
行
／
　 高
崎
市
農
業
協
同
組
合

〒
3
7
0
－
0
0
1
8

組
合
員
に
寄
り
添
い
地
域
の
発
展
に
貢
献
す
る

Ｊ
Ａ
だ
よ
り
た
か
さ
き

家族で楽しむおいしい一皿 家族で楽しむおいしい一皿 
食欲の秋！

キノコの味、食感、
香りを楽しむ

レシピ提供●料理研究家

和田麻紀子

9
JA
た
か
さ
き
9
月
号（
第
4
0
3
号
）

2
0
2
6
年
9
月
1
日
発
行

好みのキノコ…… 250g（※）
ベーコン……………… 40g
小ネギ………………… 5本
スパゲティ…………… 180g
塩……… 大さじ1+2つまみ
ニンニク（みじん切り）
　　　　……… 1片（5g）
オリーブ油……… 大さじ1
赤唐辛子……………… 適宜
しょうゆ………… 大さじ1
バター………………… 10g
こしょう……………… 適宜

材料（２人分）

【
作
り
方
】　
❶
シ
メ
ジ
は
石
突
き
を
切
っ
て
ば
ら
し
て
お
く
。
マ
イ

タ
ケ
は
そ
の
ま
ま
ば
ら
し
、
エ
リ
ン
ギ
は
食
べ
や
す
い
大
き
さ
に

カ
ッ
ト
す
る
。
ベ
ー
コ
ン
は
幅
１
㎝
に
、小
ネ
ギ
は
長
さ
４
㎝
に
カ
ッ

ト
し
て
お
く
。

❷
湯
２
Ｌ
（
材
料
外
）
を
沸
か
し
て
塩
（
大
さ
じ
１
）
を
入
れ
、
ス

パ
ゲ
テ
ィ
を
袋
の
表
示
時
間
通
り
に
ゆ
で
る
。

❸
フ
ラ
イ
パ
ン
に
ニ
ン
ニ
ク
と
オ
リ
ー
ブ
油
、
赤
唐
辛
子
を
入
れ
て

弱
火
で
加
熱
す
る
。
香
り
が
出
た
ら
キ
ノ
コ
と
ベ
ー
コ
ン
、
塩
（
２

つ
ま
み
）
を
入
れ
、
軽
く
炒
め
た
ら
ふ
た
を
し
て
し
ん
な
り
す
る
ま

で
中
火
で
２
分
加
熱
す
る
。

❹
し
ょ
う
ゆ
と
バ
タ
ー
、
小
ネ
ギ
、
ス
パ
ゲ
テ
ィ
の
ゆ
で
湯
を
大
さ
じ

２
入
れ
て
炒
め
る
。
ゆ
で
上
が
っ
た
ス
パ
ゲ
テ
ィ
を
入
れ
て
絡
め
、
塩

（
分
量
外
）・
こ
し
ょ
う
で
味
を
調
え
て
皿
に
盛
り
付
け
、
出
来
上
が
り
。

【
ポ
イ
ン
ト
】　
キ
ノ
コ
は
栄
養
や
食
感
、
香
り
を
逃
さ
な
い
た
め
に

洗
わ
ず
に
調
理
し
ま
し
ょ
う
。
③
で
蒸
し
煮
に
す
る
こ
と
で
キ
ノ
コ

の
う
ま
味
を
引
き
出
し
ま
す
。

キノコ
スパゲティ

キノコのうま味の
相乗効果を味わう

※今回はシメジ小1パック、マイタケ1
　パック、エリンギ1/2パックを使用

け
に
祖
父
の
長
四
郎
さ
ん
か
ら
農

業
を
教
わ
り
、
ナ
ス
、
キ
ュ
ウ
リ

な
ど
の
野
菜
を
栽
培
し
て
グ
ル
米

四
季
菜
館
へ
出
荷
し
て
い
ま
し
た
。

田
植
え
や
稲
刈
り
の
農
作
業
は
、

家
族
み
ん
な
で
協
力
し
て
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

　
近
年
は
、
除
草
剤
や
肥
料
の
価

格
高
騰
に
加
え
「
天
候
に
も
左
右

さ
れ
る
た
め
苦
労
す
る
こ
と
も
少

な
く
は
な
い
」
と
話
し
て
く
れ
ま

し
た
。
農
機
具
に
つ
い
て
は
、
分

か
ら
な
い
事
が
あ
れ
ば
携
帯
で
調

べ
た
り
し
て
、
新
し
い
情
報
を
取

り
入
れ
な
が
ら
一
つ
一
つ
対
応
し

て
い
ま
す
。

　
大
変
な
事
も
多
い
け
れ
ど
「
自

分
で
育
て
た
野
菜
を
自
分
で
食

べ
る
こ
と
が
出
来
る
の
は
農
業
な

ら
で
は
の
楽
し
み
」
野
菜
を
食
べ

た
家
族
や
知
人
な
ど
か
ら
「
美
味

し
い
と
喜
ん
で
も
ら
え
た
時
に
は
、

大
き
な
や
り
が
い
を
感
じ
る
」
と

話
し
ま
し
た
。

　
最
後
に
農
業
に
携
わ
る
人
が
減

少
す
る
な
か
で
「
少
し
で
も
多
く

の
人
に
農
業
に
興
味
を
も
っ
て
も

ら
い
た
い
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し

た
。

　
ご
家
族
と
協
力
し
な
が
ら
前
向

き
に
農
業
に
向
き
合
う
菊
地
さ
ん

の
活
躍
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

（
長
野
地
区
通
信
員
）

　
今
回
は
、
北
新
波
町
に
お
住
い

の
菊
地
雅
明
さ
ん
を
ご
紹
介
し
ま

す
。

　
菊
地
さ
ん
は
若
い
頃
は
、
日
立

に
勤
め
30
年
ほ
ど
仕
事
に
励
ん

で
き
ま
し
た
が
、
定
年
を
き
っ
か

今
年
も
豊
作
を
願
っ
て
い
ま
す

ー
北
新
波
町
　菊
地
雅
明
さ
ん
ー


